























































Teaching Program of Skiing for Elementary School Teachers 2.
─ Lecture for Elementary Teachers and Estimate Teaching Program ─
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10）切り換え期を長い時間とることについて
は，学校体育研究同志会の「ニュートラル
理論」に学んでいる。学校体育研究同志会
は1986年に，「回転と回転のつなぎ目」を
「ニュートラル時点」とし，「加重きりかえ」，
「エッジきりかえ」「リラックス」，「前の回
転について思い返し」，次の回転の「予測・
準備」などを「長い時・空間の中で」行う
ことを「意識化・自覚化」することが「回
転がリズミカルに，連続的に行われるため
に大切」とする「ニュートラル理論」を提
唱した（新村博信「連続回転を保証するた
めの学習課題」，『第94回学校体育研究同志
会全国研究大会提案集』，学校体育研究同志
会，62−67，1987年）。しかし，そのニュー
トラル時点を「フラットで谷方向へ伸び上
が」り，「スキーをフォールラインに落と
す」（高木勲「スキー研究の新たな方向を
探る」，『運動文化研究』，学校体育研究同志
会研究年報，p.156，1992年）としたため ，
学習者に加速による不安定さという問題が
あった。筆者の構成する切り換え期は前の
回転でしっかりと回転を仕上げ，スキーを
山側に向けて，加速しない状態で直線的に
プルーク斜滑降を行うという点で，これら
の問題を発展的に解決したものである。
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